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惑星探査機ガリレオによる木星電波観測データの解析

Jupiter's radio emissions observed by Galileo spacecraft
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本研究では、惑星探査機ガリレオに搭載された受信機とプラズマ波動受信アンテナで観測された、１００ｋＨ
ｚから５．７ＭＨｚまでの木星電波のダイナミックスペクトラムを表示するプログラムを開発した。ガリレオの
データには、時刻及び位置情報と、４２チャンネルの各周波数における強度データが入っており、オリジナルデ
ータファイルは地球の１日分ごとにわかれている。データ処理プログラムでは、このデータを木星１回転分（３
６０°）毎のものに統合し、ダイナミックスペクトラムとして表示できるようにした。データ解析の結果、いく
つかの木星電波の特徴を調べることができた。

本研究では、惑星探査機ガリレオに搭載された受信機とプラズマ波動受信アンテナで観測された、１００ｋ
Ｈｚから５．７ＭＨｚまでの木星電波のダイナミックスペクトラムを表示するプログラムを開発した。ガリレオ
のデータには、時刻及び位置情報と、４２チャンネルの各周波数における強度データが入っており、オリジナル
データファイルは地球の１日分ごとにわかれている。データ処理プログラムでは、このデータを木星１回転分

（３６０°）毎のものに統合し、ダイナミックスペクトラムとして表示できるようにした。
今回解析に使用したデータは、ガリレオの７回目の木星周回軌道の時のデータで、１９９７年４月１日から

４月９日までのものである。表示したダイナミックスペクトラムとガリレオの軌道を見比べることにより、イオ
を貫く磁力線周辺の影響や、木星に接近するにつれて電波の様相がどのように変化するのか等を調べることがで
きる。

２０木星回転分のダイナミックスペクトラムを解析した結果、次のような特徴が明らかになった。（１）ダイ
ナミックスペクトラムとガリレオの軌道を見比べると、ガリレオがイオの軌道に接近するに従って受信電波が強
くなっている。このことから、木星電波に対するイオ軌道付近にあるイオプラズマトーラスの影響が考えられる。

（２）ガリレオが木星に最も接近していたとき、木星電波の縞状構造がはっきりと見られ、さらに、システムⅢ経
度の９０°～１５０°付近で早期電波源（木星電波の発生頻度の最も高い主電波源より時間的に早く出現する電
波）からのものと思われる、比較的強い電波が見られる。（３）ほとんどのダイナミックスペクトラムで、周波数
が１ＭＨｚから３．５ＭＨｚの範囲（ヘクトメートル波）に、周期的な正弦波状の電波が観測されない吸収バン
ドのようなものが見られることが、データ処理により確認された。

データ解析の結果、いくつかの木星電波の特徴を調べることができた。今まで筆者らは主に木星電波の中の
デカメートル波( 3 M H z～3 0 M H z )に関して地上観測を行っていたが、本研究では木星ヘクトメートル波( 3 0 0 k H z～
3 M H z )とデカメートル波の関連を惑星探査機ガリレオの観測データから詳細に調べることができることがわかっ
た。今回開発したデータ処理プログラムを使って、さらに多くのデータを解析することにより、木星電波の新た
な特徴を調べることができると考えている。


